
 

 

 

 

 

発行 平成２７年 １０月号 

 季節が夏から秋へと変わり、過ごしやすくなりました。これからの季節、空気が乾燥し、また

暖房器具の使用も増えてきます。例年９月以降には火災の事故が多くなってきます。 

消防庁からのお知らせに ～敬老の日に「火の用心」の贈り物～ という記事を見つけました。 

大事な家族を火災から守る為の対策などをお知らせします。 

 

住宅火災からいのちを守る 7つのポイント『３つの習慣・４つの対策』 

『３つの習慣』 

◎寝たばこは、絶対やめましょう。 

◎ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用しましょう。 

◎ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消しましょう。 

『４つの対策』 

◎逃げ遅れを防ぐ為に、住宅用火災警報器を設置しましょう。 

◎寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防災品を使用しましょう。 

◎火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置しましょう。 

◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくりましょう。 

＊身近な防火・防災プロジェクト消防庁より参照 

 

備えあれば憂いなし！今年の敬老の日には、家族や事業所で防火・防災対 

策を考える日にしてみませんか？ 

 

9月より支援センターかがやきは職員 5人体制になりました。 

地域の皆様の力になれるよう頑張っていきますので、ご指導よろしくお願いします。 

 

自己紹介：大原 加奈子（おおはら かなこ）  

８月より支援センターかがやきで介護支援専門員として仕事をさせていただいております。大

阪で勤めておりましたが、この度１５年ぶりに越知町へ戻ってきました。懐かしさと新鮮さを感

じながら日々仕事に取り組んでおります。介護支援専門員として未熟者ではありますが頑張って

いきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

自己紹介：松坂 瑞木（まつさか みずき）  

９月から支援センターかがやきでお世話になる事となりました。新しく越知町で生活すること

で知らない事、分からない事などが出てくると思います。教えていただく事ばかりですが、よろ

しくお願いいたします。 
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支援は御“縁”から“始”まります。私たち５人の支援専門員が“縁”あって支援をさせて

いただくことから『支援→始縁だより』と名づけました。 


